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【背景】 

 息止め不良の患者や体動のある患者のCT検査に

おいて、撮影時間を短縮し影響を最小限に抑える必

要がある。そこで、当院では時間分解能の高い２管

球CTを用いてダブルスパイラルスキャンによる高速

撮影を行っている。しかし、一般的に高速撮影では

体軸方向のデータ収集が荒いため、画質の劣化が

懸念される。 

【目的】 

 シングルスパイラルスキャン(SSS)とダブルスパイラ

ルスキャン(DSS)にて同条件化において空間分解能

とノイズ特性を算出し、ダブルスパイラルスキャンの画

質を検討した。 

【方法】 

 スライス面内、体軸方向の空間分解能およびノイズ

特性を測定した。１）。 

１． スライス面内の空間分解能 

ワイヤー法によるMTFの算出にて解析した。 

２． 体軸方向の空間分解能 

ビーズ法によるSSPzからMTFを算出することで解

析した。 

３． ノイズ特性 

仮想スリット法によるNPSの算出にて解析した。 

【結果】 

１． スライス面内の空間分解能 

MTFの差に明らかな変化は見られなかった。

(Fig.1)  

Fig.1 スライス面内のMTF 

２． 体軸方向の空間分解能 

SSSの半値幅は1.2㎜、DSSの半値幅は1.3㎜となっ

た。ＭＴＦにおいて、DSSで若干の低下が見られたが、

明らかな変化は見られなかった。(Fig.2) 

数値的にわずかな違いだったため、両撮影方法に

おいて台所用スポンジを撮影したところ、視覚的にも

あまり大きな変化は見られなかった。 

Fig.2 体軸方向のMTF 

３． ノイズ特性 

逐次近似法による再構成法はノイズレベルによっ

て非線形の挙動を示すことが報告されているため、Ｆ

ＢＰを用いた。DSSで若干の低下が見られたが、大き

な変化は見られなかった。(Fig.3) 

 また、ＳＤ値も10.6と10.1と大きな差はなかった。 

Fig.3 NPS 

【考察】 

 スライス面内および体軸方向による空間分解能に

大きな変化が見られなかったことは、2管球を用いた

撮影であるため、高ヘリカルピッチにおけるデータサ

ンプリングギャップをお互いの軌道が補い合い、画質

の低下をあまりまねかなかったと考える。 

 また、撮影条件として同量のフォトン数で撮影して

いる中、ノイズ特性に大きな変化が見られなかったこ

とは、２管球それぞれのＸ線に対する感度特性がほ

ぼ一致しているからであると考える。 

【結語】 

 同条件化の撮影においてDSSはSSSと同等の画質

を示した。 
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